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要

教育委員会等が作成する人権教育関係指導資料等において例示された指導モデルのうち，とりわけ，人権感覚の育成を

目的とした「協力的な学習」「参加的な学習」「体験的な学習」等の例示の特色や傾向の考察から，教育委員会による人権

教育資料が，人権教育の国際的動向や研究成果，国内における人権教育の研究・実践の到達点を集約する形で作成されて

いる現状を確認する。
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1．はじめに

本稿では，都道府県及び政令指定都市の教育委員会のうち，2008年以降に作成された人権教育指導資料及び教材資

料等（以下「人権教育資料」）に関する情報及び資料等の提供（2011年1月実施）をうけて，人権教育資料に掲載さ

れた指導モデル（以下「指導例示」）の特色と傾向を考察する。

表1　人権教育指導資料・教材資料の提供を受けた教育委員会

2．日本の人権教育における「協力的」「参加的」「体験的」な学習の取組経緯

「人権教育のための国連10年国連行動計画」（国連1994年）は，人権教育の指導方法について，「日常生活に関連づ

けた方法」で行い，「学習する者を参加させる」1）ことを重視するよう指摘した。その後，日本が共同提案国である
「人権教育のための世界計画　第1フェーズ（2005－2009年）」でも，初等中等教育におけ．る人権教育について，「生

徒の日常生活及び関心に関連させる」こと，「活発な参加，協力的な学習並びに連帯感，創造力，及び自尊心を促

す」こと，そして，「生徒が実践を通じて学び，人権を実践できる経験に基づいた学習方法を採用する」よう求める

指摘が，なされてきた。このような，人権教育・啓発の推進をめぐる国際的な動向を受けて，日本でも，人権擁護施

策推進法（1996年）に基づく人権擁護推進審議会（1997年）の答申2）において，日本の学校教育における人権教育

が，「ともすると知識を一方的に教えるにととまっている」こと，さらに「日常生活の中で人権上問題のあるような

出来事に接した際に，直感的にその出来事はおかしいと思う感性や，日常生活において人権への配慮がその態度や行

動に現れるような人権感覚も十分に身に付いていない」との問題点が指摘され，これを受けて，「人権教育・啓発に

関する基本計画」（閣議決定2002年）に，日本の学校教育における人権教育は「知的理解にとどまり，人権感覚が十

分身に付いていないなど指導方法の問題」があるとの指摘が盛り込まれた。このような，学校薮青における人権教育

＊学校教育学系



30 梅　野　正　信

の問題状況をふまえ，文部科学省に設置された「人権教育の嘩導方法等に関する調査研究会議」（2003年）は，「人権

教育の指導方法等の在り方について・［第一次とりまとめ］」（2004年），同［第二次とりまとめ］（2006年），同［第三

次とりまとめ「指導等の在り方編」・「実践編」］（2008年）（以下［第三次とりまとめ］）を公表し，人権感覚を育成す

る基礎となる，価値的・態度的側面や技能的側面の学習においては，「児童生徒が自ら主体的に，しかも学級の他の

児童生徒たちとともに学習活動に参加し，協力的に活動し，体験することが不可欠である」3）と指摘している。また，
「人権を弁護したり，自分とちがう考えや行動様式に対しても寛容であったり，それを尊重するといった価値・態度

や，コミュニケーション技能，批判的な思考技能などのような技能」は，「ことばで教えることができるものではな

く，児童生徒が自らの経験を通してはじめて学習できるもの」であり，人権感覚を育成するには，「児童生徒が自ら

主体的に，しかも学級の他の児童生徒たちとともに学習活動に参加し，協力的に活動し，体験することを通してはじ

めて身に付く」と指摘した上で，「人権教育の指導方法の基本原理として，児童生徒の『協力』，『参加』，『体験』を

中核に置くことの意義」を示唆した。

［第三次とりまとめ］が示唆した，「協力的な学習」「参加的な学習」「体験的な学習」は，日本では，1990年代以

降，S．フィッシャー・D．ヒクス（1991），W．クライドナー（1997），D．セルゲイ・G．バイク（1997），S．フアウンテ

ン（1993）などの海外の理論や事例，角田尚子①②（2002）等を通して紹介されてきたが，近年になって，ヨ二ロツ

パ評議会（2006・2009）の成果が紹介・活用されている。また，森実（1999），中川喜代子（2000），平沢安政

（2005），梅野正信（2009，2011）など，人権教育を支援する研究も進展してきた。　、

しかしながら，このような，書籍，研究書，学会誌，教育雑誌等を含めて考えても，日本における人権教育の，学

習活動段階における全国的な取扱状況の特色や傾向を概観可能な資料としては，教員研修に公的な責任を持つ地方教

育委員会により作成された人権教育資料をおいてほか，見当たらない現状にある。

以上の理由から，本稿では，人権感覚の育成にかかわり，とりわけ「参加的な学習」「協力的な学習」「体験的な学

習」4）の取扱状況の特色と傾向を検討するために，都道府県及び政令指定都市教育委員会により作成さ．れた人権教育

資料における指導例示を考察対象としている。

3．「人権教育の推進に関する取組状況の調査」（文部科学省2009年）における「協力的」「参加的」
「体験的」な学習の取組状況の特色と傾向

前記［第三次とりまとめ］は，人権教育の国際的な取組の動向と国内における研究や実践の進展をふまえ，人権教

育を通じて培われるべき資質・能力を，「知識的側面」「価値的・態度的側面」「技能的側面」から説明した。［第三次

とりまとめ］の公表後，文科省が行った全国の教育委員会及び学校を対象とする［第三次とりまとめ］の取組状況に

関する調査5）のうち，学校調査では，人権教育の指導内容において特に重視している内容（複数回答）として，「自

他の違いを認め，尊重する意識，多様性に対する肯定的態度」（83．8％），「他者の痛みや感情を共感的に受容できる

ための想像力や感受性」（72．0％），「自己についての肯定的態度（自尊感情など）」（66．4％），「人権の観点から自己

自身の行為に責任を負う意志や態度」（44．9％），「自己の周囲，具体的な場面において，人権侵害を受けている人を

支援しようとする意欲・態度（19．4％），「正義，自由，平等などの理念の実現，社会の発達に主体的に関与しようと

する意欲・態度」（12．4％）等の「価値的・態度的側面」に関わる項白を回答したものが比較的多くみられ，これに，
「適切な自己表現等を可能とするコミュニケーション技能」（65．7％），「対立的問題に対しても，双方にとってプラ

スとなる解決法を見出すことのできるような建設的な問題解決技能」（11．7％），「人間関係のゆがみ，ステレオタイ

プ，偏見，差別を見きわめる技能」（11．5％），「合理的・分析的に思考し，公平で均衡のとれた結論に到達する技能」

（3．3％）等の「技能的側面」，さらに，「自軋　黄色　正義，個人の尊厳，権利，義務などの諸概念についての知識」

（25．4％），「人権発展の歴史や人権侵害の現状等についての知識」（19．9％），「自他の人権を擁護し，人権侵害を予

防したり解決するために必要な実践的知識（17．8％），「人権に関する国内法や条約等に関する知識」（3．9％）等の
「知識的側面」に関連する項目の回答が続いた6）。調査からは，学校における実際上の運用において，「価値的・態

度的側面」に関する指導に力点を置かれる傾向の高い状況を伺い知ることが出来る。

また，［第三次とりまとめ］が人権感覚の育成に向けて重点的な活用を示唆する「協力的」「参加的」「体験的」な

学習の取組状況については，「よく行っている」（22．3％）と「どちらかといえば行っている」（62．4％）をあわせる

と，実に84．7％もの肯定的回答がみえる7）。しかしながら，「協力的」「参加的」「体験的」な学習に係わる課題や困

難に関する質問では，「時間の確保等に関する意見指導等の計画に関する意見交流・連携に関する意見指導者

の側に関わる課題」等々の回答が多く見ちれ，「『協力的・参加的・体験的な学習』についての十分な理解がなされて

いないこと」や「学校全体として，適切な指導計画に基づいた効果的な指導についての教員間の共通理解が定着して
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いない」，「教員研修等における都道府県と市町村教育要員会等が連携した学校への支援が期待される」との指摘がな

されている8）。同様の課題に関連しては，都道府県教育委員会に対する調査・質問項目で，「実習・演習型の研修や

参加体験型の研修など，研修の方法は多様化しつつある」9）ものの，依然として「外部講師，伝達講師等の講義を聴

く，ビデオ教材を視聴するなど講習型の研修」（70．4％）の占める割合が高く，参加体験型（46．1％），実習・演習型

（32．8％），施設訪問やフィールドワーク・（6．16％）の普及・浸透に関する課題も，明らかとなった。

4．教育委員会による人権教育指導資料及び教材資料に掲載された「協力的」「参加的」「体験的」な

指導例示の特色と傾向

4，1指導例示の範囲

本稿は，下記に対象を限定して，「協力的」「参加的」「体験的」な学習を組み入れた指導例示を整理し，考察を加

える。

第一に，本稿は，［第三次とりまとめ］をふまえた取組を主寧検討対象とすることから，原則として2008年以降に

発行された人権教育資料を取り上げている。このため，2007年以前において既に「協力的」「参加的」「体験的」な指

導例示を多く掲載してきた，たとえば，束京都教育委員会の『人権教育プログラム（学校数青筋）』（2003年及び2004

年）や，和歌山県教育委員会『気づく・学ぶ・広げる人権学習　人権教育指導者用手引き』（2004年），同『人権教育

学習プラン　対話ですすめる人権学習』（2004年），大阪府教育委員会『osAKA人権教育ABC』（2007年），岡山県教

育委員会『人権教育指導資料Ⅱワークショップ（上）』（2004年）等は，検討対象としそいない10）。

第二に，本稿は，札幌市教育委員会『子どもの最善の利益を実現するために～子どもの権利に関する指導の手引～
＝実践編』（2009年）のように，「人権教育資料」と同趣旨をもって作成されながらも，さながら「児童の権利に関す

る条約」や関連する条例等（札幌市の場合は「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」2008年）の普

及・教育・啓発を目的とした指導資料・事例集は，検討対象としていない。

第三に，本稿は，都道府県教育委員会や政令指定都市以外の，たとえば，熊本市教育委員会『参加体験型人権学習

指導案集』（2005年3月），長崎市教育委員会・長崎市人権教育研究会『人権・同和教育指導案・資料集つくる　第3

集』（2004年3月），及び『同第4集』（2009年3月）など，「協力的」「参加的」「体験的」な学習活動を集約的に掲載

した資料の多くを，検討対象としていない。また，教育委員会ではないが，「体験的な学習」の先駆的指導資料に位

置づけられる大阪府同和教育研究協議会『わたし　出会い　発見』（1996）11）も，検討対象としていない。

第四に，本稿は人権教育資料に例示された学習活動（プラン）を検討対象とするため，学校名をあげての実践記録

や実践事例をとりあげていない。このため，愛知県教育委員会『平成20年度人権教育研究紀要（第18集）』（2009年

3月），同『同（第19集）』（2010年3月），さいたま市教育委員会『平成20年度人権教育実践事例集第8集』（2009年

3月），同『同第9集』（2010年3月），大分県教育委員会『人権教育の進め方，第3集』（2008年3月），『同第4集』

（2009年3月）等の優れた実践を掲載した資料や事例は，検討対象としていない。

第五に，一般に「参加体験型学習」等の名称で親しまれてきた「体験的」な学習には，実際の体験学習や交流学習

から，疑似体験学習，アイスブレーキングやアクティビティ（ブレーンストーミング，ウォール・ライティング，ラ

ンキング，ロールプレイング，シミュレーション，フォトランゲージなど）にいたる，実に多様な学習活動が含まれ

る。しかし本稿では，人権感覚の育成を目的とした，「協力的な学習」「参加的な学習」「体験的な学習」を組み合わ

せた指導例示を中心に整理した。このため，たとえばアイスブレーキングのみが取り扱われた指導例示は除外してい

る12）。また，静岡県教育委員会による読物教材を活用した討論学習の優れた指導例示や，宮崎県教育委員会による映

像教材を用いての優れた指導例示13）も，本稿の検討対象としていない。

第六に，本稿では，幼稚園・保育所，小・中・高等学校，特別支援学校の取り組みを考察対象とした。したがっ

て，社会教育・生涯学習用の指導資料や，大学における資料や実践14）は，原則キして，検討対象としていない。

以上から，本稿の考察は，日本における全ての人権教育資料の検討という点からみれ吼　限界を有する試みといえ

る。

下記・表2は，前述の諸点を条件として抽出・整理した指導例示の一覧である。本研究は，今後全ての収集資料に

ついて考察を行う心積もりであるが，表2は，資料収集にご協力いただいた表1・50都府県市教育委員会作成による

人権教育資料のうち，下線を付した21都帝畢市の31冊に掲載された指導例示を抽出・整理している。（例示タイトル

の後に県名等の文字を入れた略号［青A○○］を付している）
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青 森 県 �青森県教育委員会『わたしからみんなへ－人権学習の輪を広げるためのガイドブックー』（人権教育・学習推進協議会 
／2008年3月）／「プラスストロークの交換［青AOl］」，「私を語る［青AO2］」，「あなたなら［青AO3］工「ペーシング 

とパラフレーズ［青AO4］」，「Ⅰメッセージでコミュニケーション［青AO5］」，「支え支えられの関係づくり［青AO6］」， 

「人権はコミュニケーションから［青AO7］」，「官然界から人権を学ぼう！．［青AO8］」，「子どもの人権ワークショップ 

［青AO9］」，「ミニライブとブラインド体験［青AlO］」，「関わりの中に権利あり［青All］」，「女性の人権日常生活を 

ふりかえって［青A12］」 

栃 木 県 �栃木県育委員会『人権教育指導資料人権教育の改善・充実のためのQ＆A（第二集）』（2009年3月）／「どう呼ぶ？友 
連のなまえ［栃AOl］」 

栃木県育委員今『教師用資料県立学校人権教育関係資料第27集』（平成21年度県立学校人権教育関係資料作成委員会 

／2010年3月）／「お母さんになるってどんな感じく妊婦体鱒をしてみ■よう）［栃BOl］」，「肢体不自由特別支援学校に 

おけろ居住地交流の取組［栃BO2］」 

群 馬 県 �群馬県教育委員会『人権教育中学生・高校生用学習教材「共に生きる」学習指導案集（重要課題編）』（2008年3月）／ 
「これ誰のこと［群Å01］」，「ちがいのうがい［群AO2］」 

埼 �埼玉県教育委員会『人権感覚育成プログラム（学校教育編）児童・生徒の豊かな人権感覚をはぐくむための「自分」 

「人」彩発見プログラム』（2008年3月）／「こんなお許ないかな．［埼AOl］」，「あなたにとって大切なものは？［埼 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t 

AO2］」，「権利の．熱気球～権利のランキング［埼AO3］」，「新聞記事から探す人権［埼AO4］」，「『いのち』つてあったか 

い！［埼AO5］」，「生きているってすぼらしい［埼AO6］」，「バッタとかまきり　ど？ちのいのちが大切？［埼AO7］」， 

「あなたならどうする～臓器移植～［埼AO8］」，「じぶん　たんけん　みらいの　じぶんへ［埼AO9］」，「ありのままの 

わたし［埼AlO］」，「いいところ探偵［埼All］」，「あなたは賛成ですか？反対ですか？［埼A12］」，イみんなにこにこ 

にっこりなかまだよ！［埼A13］」，「聞くって　どういうこと　話すって　どういうこと．［埼A14］」，「ノーマライゼー 

ション社会の実現を目指して－障害者との共生－（疑似体験・実体験）［埼A15］」，「シールで仲間［埼A16］」，「みんな 
玉 県 重 点 都 神 奈 川 県 長 野 県1 �が楽しめるタームを考えよう［埼A17］」，「こんなとき　どうする［埼A18］」，「公平ってどんなこと［埼A19］」，「一歩 

前へ進め［埼A20］」，「いろいろな国の遊びを知ろう［埼A21］」，「心でわかり合おう［埼A22］」，「少数派の気持ちは 

［埼A23］」，「あなたの大切なものは（就職）［埼A24］」，「心の中は？［埼A25］」，「あなたならどうする●［埼A26］」， 
「匠の里［埼A27］」，「まかせて！やってみるよ！さいご草で！［埼Å28］」，「人権とは？［埼A29］」，「関連づけよう∴－一 

市民社会とは？～［埼A罰］」，「だれもが安心してくらせるまち［埼A31］」，「ちがいのちがい～男女共同参画社会につ 

いて考える～［埼A32］」∴「ジェンダー（社会的性別）に気づこう！［埼A33］」 

埼玉県教育委員会『人権教育資料　指導実践の手引』（2010年3月）／「みんなだいすき［埼BOl］」，「今，わたしので 

きること［埼BO2］」，「少数派の気持ちは？［埼BO3］」 

束京都教育委員会『人権プログラム（学校教育編）』（2008年3月）／「高齢者の心身の特徴と生活［束AOl］」，「地域で 

生活する外国人ともっと仲良くなろう［乗AO2］」 

東京都教育委員会『人権プログラム（学校教育編）』（2009年3月）／「もっと工夫しよう　家庭の仕事［束BOl］」，「高 

齢者との交流［東BO2］」，「町の先生との交流会をしよう［来BO3］」 

東京都教育委員会『人権プログラム（学校教育編）』（2010年3月）／「敬老の集い［束COl］」，「特別支援学校との交流 

［束CO2］」，「アイヌの伝統及びアイヌ文作を理解する［束CO3］」，「児童による仝生園ガイドツアー［束CO4］」 

神奈川県教育委員会『人権学習ワークシート集一人権教育実践のために第13集（小・中学校編）－』（2011年2月）／ 
「たのしいことはどんやこと［神AOl］」，「よく見てみよう（学校編）［神AO2］」，「みんなで伝え合おう！［神AO3］」， 

「みんなの力で解決しよう！［神AO4］」 

神奈川県教育委鼻会『人権学習ワークシート集Ⅳ人権教育実践事例・指導の手引き（高校編廃13集）』（2011年3月）／ 
「異文化を体験し皐う（バーンガ）［神BOl］」，「自分や他人を傷つけない携帯電話やインターネットの利用方法を考え 

よう［神BO2］」，「オンリーワンの私を知る［神BO3］」，「働き方を考えてみよう［神BO4］」，「≪男らしさ／女らし 

さ≫って何だろう［神BO5］ム「お互いを尊重した交際について考えよう［神BO6］」，「自分らしく生きるために～異性 

愛や同性愛について考えよう～［神BO7］」，・「ことばの壁［神BO8］」，「共生を考える［神BO9］」 

長野県教育委員会・『参加型人権教育プログラム集』（平成20・21年度人権教育推進のための調査研究委員会／2010年3 

月）／「うれしかったこと［長野AOl］」，「人権かるたを作ってみよう．［長野AO2］」，「発想の転換［長野AO3］」，「ウハ 

ウハ［長野AO4］」，「人権問題の根をみつけ，対策を考えよう［長野AO5］」，「ちがいのちがい［長野AO6］」，「10年後の 

同級会［長野AO7］」 
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静 岡 県 �静岡県教育委員会『静岡県人権教育の手引き　すぐに活用できる参加体験型人権学習』（2009年7月）／「もがいのちが い［静AOl］」，「4つゐコーナー［静AO2］」，「考えよう身近な人権問題［静AO3］」，「子どもの権利って何だろう［静 

AO4］」，「∵歩前へ進め［静AO5］」，「さわやかさんで　みんな　にこにこ［静AO6］」，「こんなとき　どうする？［静 

AO7］」，「わたしを知ろう・友達を知ろう（障害のある人の人権）［静AO8］」 

滋 賀 県 �滋賀県教育委員会『人権学習プログラム第4集』（2009年3月）／「心のきずな人とのつながり［滋AOl］」 

＿＿1．＿▲ �京都帝教育委員会『人権学習資料集〈中学校編〉指導の手引き』（2009年3月）／「『世界人権宣言』は人権のリスト ［京AOl］」，「対立から学ぶ（ウイン・ウイン）［京AO2］」，「対立から学ぶ（視点メガネ）［京AO3］」，「差別・偏見のな 
兄 都 府 �い社会を築くために［京AO4］」，「いじめの解決法について考えよう［京AO5］」 

京都府教育委員会『人権学習資料集〈高等学校編〉』（2010年3月）／「かけがえのない私，あなた［京BOl］」，「対立か 

ら学ぶ［京BO2］」 

大 阪 府 �大阪府教育委員会『安全で安心な学校づくり　人権教育COMPASS（平成21年度安全で安心な学校づくり推進事業（府 
立学校）教材・指導案集）』（2010年3月）／「こんなケースどうする［大AOl］」，「話の聴き方［大AO2］」，「足し算トー 

ク［大AO3］」 

奈・ 良 県 和 歌 山 県 岡 �奈良県教育委員会『人権教育指導資料集人権教育の手引き　第51集～普遍的な視点からのアプローチ～』（2010年3 月）／「新大陸への航嘩～何を船から捨てますか？～［奈良AOl］」，「ウサギの権利－［奈良AO2］，「人権カレンダー［奈 

良AO3］」，「いろいろな権利を絵に措こう［奈良AO4］」，「私たちの学級憲法［奈良AO5］」，「あなたはどこに立ちます 

か？［奈良AO6］」 

和歌山県教育委員会『平成21年度人権教育リーダー養成講座実践交流資料（人権教育学習単元）』（2010年1月）／ 
「男だから，女だから［和AOl］」，「共により夫く生きる（権利の熱気球）［和AO2］」，「共によりよく生きる（ちがいの 

ちがい）［和AO3］」 

岡山県教育委員会『人権教育指導資料Ⅵ人権学習ワークシート集（下）』（2009年2月）ノ「なんでもなれるよ！女の子 

男の子［岡AOl］」，「障害のある人［岡AO幻」，「お年寄りと交流会をしよう［岡AO3］」，「がまんしないで　ったえれば 

いいんだよ［岡AO4］」，「世界人権宣言」［岡AO5］」，「特別支援学校との交流及び共同学習［岡AO6］」，「対立を生活に 
山 県 香 川 県 福 岡 �生かそう［岡AO7］」 

岡山県勢育委員会『人権教育実践事例集・環境づくり編』（2010年3月）／「2枚の写真（いじめロールプレイ）［岡 

BOl］」，「身近な問題に気付くことができる人権劇［岡BO2］」 

香川県教育委員会『人権・同和教育資料　参加体験型学習資料　中学校編』（2008年3月）／「集まれ仲間［香AOl］」， 
「こんなとき，どう答える？［香AO2］」，「一枚の写真から［香AO3］」，「わたしのじゃがいも［香AO4］」，「もしも世界 

が100人の柑ならば［香AP5］」，「男らしさ？女らしさ？［香AO6］」，「お互いを認め，一人一人が大切にされる学級とは 

［香AO7］」，「お部屋を借りたいのですが［香AO8］」，「人権って何？一［香AO9］」，「どんな学級にしたい？［香AlO］」 

香川県教育委員会『人権・同和教育資料　参加体験型学習資料　高等学校編』（2009年3月）／「人権とは何か（この 

入ってどんな人？ト［香BOl］」，「女性に関する課題（チェック＆チェック／損得感情）［香BO3］」，「子どもに関する課 

題（私，何色？）［香BO4］」，「子どもに関する課題（どうして，ぶっの？）［香BO5］」，「障害者に関する課題（できる 

こと）［香BO6］」，「高齢者に関する課題（あなたは，賛成・反対？）［香BO7］」，「同和問題（結婚条件の熱気球）［香 
・BO8］」，「外国人に関する課題（外国人悩み相談室）［香BO9］」 

福岡県教育委員会『人権教育指導者用手引き～児童生徒の人権感覚を育成するために～』（2009年3月）／「わたし　だ 

いすき　はっけん！［福AOl］」，「仲間の誘い方［福AO2］」，「こころのもやもや，どうしたらいいの［福AO3］」，「手話 

で歌おう［福AO4］」，「街かどウオッチング～どんな街をつくりたい？［福AO5］」，「共に生きる［福AO6］」，「仲間［福 

県 佐 賀 畢 長 崎 県 �AO7］」，「自分のよいところを発見しよう［福AO8］」，「人権について考えよう（「人権」に関する記事を探そう！）［福 

AO9］」，「ホームルームや学校の生活づくり［福A土0］」 

佐賀県教育委員会，佐賀人権・同和教育研究協議会『人権同和教育資料第40集　豊かな人権感覚の育成を目指して．そ 

の1人権尊重の視点に立った学校づくり』（2010年3月）／「子どもがたちが笑顔になる人権集会～みんなでいいとこ 

さがし－［佐AOl］」，「わたしはわたしよ［佐AO2］」，「ともだち，なろほど10［佐AO3］」，．1「おくんちに行こう［佐 

AO4］」，「すごろくトーキング［佐AO5］」，「づむじ令．［佐AO6］」 

長崎県民生活部人権・同和対策課『じんけんながさき社会啓発資料茂0人権・同和教育と啓発をすすめるために』 

（2011年3月）／「あなたも演出家？！［長崎AOl］」，「団体旅行とぶつかって［長崎AO2］」，「あなた．の人権感覚は？［長 

崎AO3］」 

」
．
．
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宮 �宮崎県教育委員会『人権教育ハンドブックー小学校編－』（2008年3月）／「いいところさやぎし［官AOn」，「どうしよ、 

うかなあ［宮AO2］」，「話そう！聞手う！みんな友達［宮AO3］」，「わたし大好き！みんなも大好き［宮AO4］」，「自分だ 

けの宝物［宮AO5］」，「上手なことわり方［宮AO6］」，「四つのコーナー［宮AO7］」，「自分の気持ち・みんなの気持ち 

［宮AO8］」，「1／2成人式をしよう［宮AO9］」，「ふわふわ言葉とちくちく言葉［宮AlO］」，「みんな友達・みんなの学級 

［宮All］」；「自分の役割［宮A12］」，「自分を発見しよう！［宮A13］」，「あなたなら何と言いますか？［宮A14］」，「身 

の回りの色と言葉［宮A15］」，「なぜ口をきいてくれないの［宮A16］」，「ちがいのちがい［宮A17］」，．「自分も友達もい 

崎 県・ �いところ発見！Ⅹさんからの手紙’［宮A18］」，「いっちゃが宮崎商店街［宮A19］」 

宮崎県教育委員会『人権教育ハンドブックー中学校・高等学校編－』（2009年3月）／「くさ、りゲーム［宮BOl］」，「ゆ 

るせるランキング　許せないランキング［宮BO2］」，「きみという花［宮如3］」，「魔法のことば［宮BO4］」，「共生社会 

を築こう［宮BO5］」，「アサーテイブな自己表現をしよう［宮BO6］」，「権利の熱気球［宮BO7］」，「海外旅行最適メ●ン 

バー［官BO8］」，「あなたは聴き上手？［宮B9］」，「Iメッセージで伝えよう［宮BlO］」，「励まし名人［宮Bll］」，「素 

敵にチェンジ［宮B12］」，「バーンガ［宮B13］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 

鹿 児 島 県 岡 山 市 �鹿児島県教育委員会『人権教育指導資料実践例集仲間づくり≪男女平等編≫』（2009年）／「どっちがするの？どっち 

がいいの？［鹿AOl］」，「自分の中の『思い込み』について考えよう［鹿AO2］」，「デートDVってどんなこと？［鹿 

AO3］」 

鹿児島県教育委員会『人権教育指導資料実践例集仲間づくり≪参加型学習編≫』（2010年）／「アルバムをつくろう 

［鹿BOl］」，「あなたならどうする［鹿BO2］」，「なんて答えたやいいでしょう［鹿BO3］」，「救命ボートの中で［鹿 

BO4］」，「聴き上手，話し上手になろう！［鹿BO5］」，「ロールレタリングで眉分を見つめよう［鹿BO6］」，「言葉のカ 
『ひとこと』を考える・［鹿BO7］」，「権利の熱気球［鹿BO8］」，「喜怒哀楽～言葉について考える～［鹿BO9］」，「お母さ 

んの仕事［鹿BlO］」 

岡山市・岡山市教育委員会『体験的参加型学習の手引きみんなのねがい気づき築く人権の世紀』（2010年）／「子ども 

の頃にタイムスリップ［同市AOl］」，「わたしの気持ち［同市AO2］」，「感情のリスト［同市AO3］」，「いわれたい言葉 

［同市AO4］」，「わたしメッセージ［同市AO5］」，「ともだちどこかな［同市AO6］」，「写真は語る［同市AO7］」，「人権ビ 

ンゴ［同市AO8］・」，「4こまマンガを作ろう［同市AO9］」，「短歌でジェンダー［同市AlO］」，「人権タイムライン［同市 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 

All］」 

5．指導例示の考察

揮田実（2003）は，参加体験型学習を，『人権感覚育成プログラム開発事業報告書』（中川喜代子ほか2003）の指導

例示と対照させて，フィールドワーク，フォトランゲージ，シミュレーション，ロールプレイ等の「実体験や疑似体

験を通しての学習方法」と，アサーテイブ・トレーニング，ブレーン・ストミング，ランキング，グループワーク

等の「合意形成などをめざす話し合いによる学習方法」に分類整理しているが，本稿では，薄田による分類の趣旨を

ふまえつつ，人権教育資料に例示された「協力的」「参加的」「体験的」な学習を主に含む指導例示を整理し，その特

色や傾向の把塩を容易にするため，学習活動の内容とともに，以下のように，より細分化した形で整理し，考察を加

えることにしたい15）。

5．1人間関係の改善を目的とする技能の習得

5．1．1会話指導

小中学校では，これまでも，児童生徒間の対立的な人間関係に留意した取組が多く見られてきたことから，人権教

育資料においても，児童生徒間，児童生徒と教師間のコミュニケーションの基礎となり，学級経営や教科等の指導に

関わる教育環境を整える取組として，攻撃的な会話や対話の改善を目的とした指導例示が，多く見受けられる。

たとえば，親和的な応答の姿勢や表情，言葉づかい，受容と傾聴の技能を重視した指導例示としては，「どう呼ぶ

友達のなまえ［栃AOl］」，「聞くって　どういうこと　話すって　どういうこと・［埼A14］」，「話の聴き方［大AO2］」，
「あなたは聴き上手？［宮B9］」，「聴き上手，話し上手になろう！［鹿BO5］」等の，受容的な傾聴を体験する指導例

示が，また，「私」を主語にした話し方の技能を学ぶ，「・Ⅰメッセージでコミュテケーション［青AO5］」，「Ⅰメッ

セージで伝えよう［宮BlO］」や，詰問的，対立的な関係に陥らない親和的なメッセージの交換を習慣づける，「プラ

スストロークの交換［青AOl］」，「ペーシングとパラフレーズ［青AO4］」，「みんなにこにこにっこりなかまだよ！

［埼A13］」，「お互いを恵め，一人一人が大切にされる学級とは［香AO7］」，「仲間の誘い方［福AO2］」，「自分の気持
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ち・みんなの気持ち［宮AO8］」，「ふわふわ言葉とちくちく言葉［宮AlO］」，「励まし名人［宮Bll］」，「素敵にチェン

ジ［宮B12］」，「言葉の力『ひとこと』を考える［鹿BO7］」，「喜怒哀楽～言葉について考える～［鹿BO9］」，「いわれ

たい言葉［同市AO5］」等が，指導例示として掲載されている。

以上の学習活動は，会話の技能習得にとどまらず，相互に非難を受けない会話体験を重ねることで，児童生徒の自

己肯定観を醸成し，相手の言葉を傾聴するという，社会生活や人間関係の基礎，教育・学習の前提となる資質や能力

を育てる学習活動として，多くの指導例示に活用されている。

5．1．2　アサーテイブ・トレーニングを組み入れた活動

問題場面を想定させ，人間関係を損なわずに自己主張をする非攻撃的自己主張，アサーテイブ・トレーニングを組

み入れた指導例示も，5．1．1とあわせて，多く確認することができる。

対立場面を設定し，役割演技・ロールプレイを組み入れたり，問題解決的な応答表現や対応をトレーニングする指

導例示としては，「あなたは賛成ですか？反対ですか？［埼A12］」，「心の中は？［埼A25］」，「あなたならどうする

［埼A26］」，「みんなの力で解決しよう！［神AO4］」，「自分や他人を傷つけない携帯電話やインターネットの利用方

法を考えよう［神BO2］」。「さわやかさんで　みんな　にこにこ［静AO6］」，「かけがえのない私，あなた［京BOl］」，
「対立から学ぶ［京BO2］」，「がまんしないで　ったえればいいんだよ［岡AO4］」，「対立を生活に生かそう［岡

AO7］」，「こんなとき，どう答える？［香AO2］」，「ホームルームや学校の生活づくり［福AO9］」，「どうしようかな

あ［宮AO2］」，「上手なことわり方［宮AO6］」，「あなたなら何と言いますか？［宮A14］」，「アサーテイブな自己表現

をしよう［宮BO6］」，「あなたならどうする［鹿BO2］」，「なんて答えたらいいでしょう［鹿BO3］」，「わたしメッセー

ジ［同市AO5］」等が，見受けられる。

5∴3　学校生活の問題状況への対応を考える活動

いじめ行為や村八分行為などのように，悪化した人間関係に遭遇した際の自身の対応を想像しながら意見交換をす

る指導例示としては，「こんなお許ないかな［埼AOl］」，「こんなとき　どうする［埼A18］」，「こんなとき　どうす

る？［静AO7］」，「対立カさら学ぶ（ウイン・ウイシ）［京AO2］」，「対立から学ぶ（視点メガネ）［京AO3］」16），「いじめ

の解決法について考えよう［京AO5］」，「こんなケースどうする［大AOl］」，●「2枚の写真（いじめ口上ルプレイ）［岡

BOl］」，「子どもに関する課題（私，何色？）［香BO4］」，「なぜ口をきいてくれないの［宮A16］」等を，確認すること

ができる。いずれも，海外の研究成果等をふまえた，実際に困難な人間関係の改善に尽力する教師や教育行政の立場

から工夫された指導例示となっている。

5．2　自己肯定感を育む自己表現の体験

5．2．1トーキング

児童生徒の自己肯定感を醸成させることの重要性と必要性は，セルフ・エスティームの語等によって，既に学校と

教師によって共有されており，5・1の人間関係スキルと同様，他の人の発言を傾聴し，これを親和的に受容する人間

関係の基礎を育む学習活動として，広く取り組まれてきた。人権教育資料においても，スゴロク（サイコロ）トーク

の名称で知られる自己表現のアクティビティを組み入れた，「私を語る［青AO2］」，「自然界から人権を学ぼう！［青

AO8］」，「ありのままのわたし［埼AlO］」，「心のきずな人■とのつ左がり［滋AOl］，「足し算トーク［大AO3］」；rすご

ろくトーキング［佐AO5］」等の活動をはじめ，次のように，多くの指導例示が掲載されている。「いいところ探偵

［埼All］」，「まかせて！やってみるよ！さいごまで！［埼A27］」，「もっと工夫しよう　家庭の仕事［束BOl］」，「う

れしかったこ．と［長野AOl］」，「集まれ仲間［香AOl］」，「わたし　だいすき　はっけん！［福AOl］」，「仲間［福

AO7］」，「自分のよいところを発見しよう［福AO8］」，「子どもたちが笑顔になる人権集会～みんなでいいとこさがし
～・・［佐AOl］」，「わたしはわたしよ［佐AO2］」，「ともだち，なるほど10［佐AO3］」，「レゞいところさがし［官AOl］」，

「話そう！聞こう！みんな友達［宮AO3］」，「わたし大好き！みんなも大好き［宮AO4］」，「みんな友達・みんなの学

級［宮All］」，「自分の役割［宮A12］」，「自分を発見しよう！［宮A13］」，「自分も友達もいいところ発見！Ⅹさんか

らの手紙［宮A18］」，「きみという花［宮BO3］」，「魔法のことば［宮BO4］」，「写真は語る［同市AO7］」。

5．2．2　ふりかえり

5．写．1のような，現実に自己表現を促す活動のほかにも，自身のおいたち，自分史のふりかえりの機会を得ること

から，自己尊重の感情の醸成を目指す活動もみえる。「じぶん　たんけん　みらいの　じぶんへ［埼AO9］」，「自分

だけの宝物［宮AO5］」，「1／2成人式をしよう［宮AO9］」，「子どもの頃にタイムスリップ［同市AOl］」等は，いずれ
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も，自分の大切なものや，自身の成長への気付きを通して，児童生徒の自己尊重の感情を育てようとする取組，指導

例示といえる。

5．2．3　ストレス・マネジメント

児童生徒が自身の感情を破綻させることなく，調整することのできる習慣や資質・能力の形成を目指す取組は，
「オンリーワンの私を知る［神BO3］．」，「こころのもやもや，どうしたらいいの［福AO3］」，「ロールレタリングで自

分を見つめよう［鹿BO6］」，「わたしの気持ち［同市AO2］」／イ感情のリスト［同市AO3］」等のように，アサーテイ

ブ・トレーニングやストレス・マネジメント等の技法を組み合わせた指導例示として，確認することができる。

5．3※意思決定

5、3．1ランキング

ランキングを活用した取り組みでは，これまでも，前掲『わたし　出会い　発見』（1996），角田尚子（2002），

ヨーロッパ評議会（2006）等で紹介されてきた「権利の熱気球」が広く知られ，授業，教員研修において広く活用さ

れてきた。このような，ランキングを活用した学習活動は，世界人権宣言，児童の権利に関する条約，男女差別，就

職差別など，具体的な学習課題に関する内容の学習や，市民性教育を目的とした学習活動として多く見受けられる。

また，グループワークや意見交換のプロセスで受容と承認，傾聴を求めることから，構成員相互の多様性を承認し，

寛容と受容の関係を形成する目的においても，広く活用されている。

ランキングでは，ハシゴ型，ダイヤモンドランキング型等，多様な形態がみられるが，権利や条件を減じていく形

をとる，「関わりの中に権利あり［青All］」，「権利の熱気球～権利のランキング［埼AO3］」，・「共によりよく生きる

（権利の熱気球）［和AO2］」，「世界人権宣言［岡AO5］」，「権利の熱気球［宮BO7］」，「権利の熱気球［鹿BO8］」等，

多様な想定場面を工夫した指導例示を確認することができる。

ランキングは，「人権はコミュニケーションから17）［青AO7］」をはじめ，陣がい者や高齢者等の疑似体験と組み合

わせた指導例示も少なくな’い。他にも，「あなたにとって大切なものは？［埼AO2］」，「あなたの大切なものは（就

職）［埼A24］」，「たのしいことは　どんなこと［神AOl］」，′「働き方を考えてみよう［神BO4］」，「『世界人権宣言』は

人権のリスト［京AOl］」，「新大陸への航海～何を船から捨てますか？～［奈良AOl］」，「同和問題（結婚条件の熱気

球）［香BO8］」等，女性差別や就職差別，外国人差別等∴様々な課題を取り扱う学習に応用された指導例示として，

確認することができる。

5．3．2　ちがいのちがい

「ちがいのちがい」は，身近な体験や経験から社会的差別・偏見を想起して自覚・共有させ，配慮・区別と人権侵

害・偏見差別との違いを確認していくアク．ティビティとして知られる。5・3・1ランキングと同楓　中川喜代子

（2000），ヨーロッパ評議会（2006）にも掲載されてきた学習活動であり，他のアクティビティと組み合わせて，多

くの人権教育資料に指導例示として採用されている。「ちがいのちがい（外国人）［群AO2］」，「ちがいめちがい～男

女共同参画社会について考える～［埼A32］」，「ちがいのちがい［長野AO6］」，「ちがいのちがい［静AOl］」，「差別・

偏見のない社会を築くために（ちがいのちがい）［京AO4］」，「男だから，女だから［和AOl］」，「共によりよく生きる

（ちがいのちがい）［和AO3］」，「男らしさ？女らしさ？［香AO6］」，「ちがいのちがい・［宮A17］」等，女性差別，外

国人差別など，多様な学習課題に及んで応用されている。他にも，「ちがいのちがい」と趣旨を同じくする活動とし

ては，「子どもの人権ワークショップ［青AO9］」，「これ誰のこと［群AOl］」，「公平ってどんなこと［埼A19］」，「≪

男らしさ／女らしさ≫って何だろう［神BO5］」，「なんでもなれるよ！女の子男の子［阿AOl］」，「女性に関する課題

（チェック＆チェック／損得感情）［香BO3］」，「高齢者に関する課題（あなたは，賛成・反対？）［香BO7］」，「身の

回りの色と言葉［宮A15］」，「ゆるせるランキング　許せないランキング［宮BO2］」，「どっちがするの？どっちがい

いの？［鹿AOl］」，「自分の中の『思い込み』について考えよう［鹿AO2］」，「お母さんの仕事（男女共同参画社会）

［鹿BlO］」等を，指導例示として確認することができる。

5．3．3　課題場面への意思決定・判断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

社会的課題を児童生徒自身の問題，生活経験と結びつけて考えさせる，いわゆる「市民性教育型」のロールプレ

イ・シミュレーションは，主に社会科や道徳の時間において活用されてきたが，人権教育資料においても，中川喜代

子ほか（2003）等で紹介されてきた，「バッタとかまきり　どっちのいのちが大切？‘［埼AO7］をはじめ様々な応用

例が指導例示として掲載されている。他にも，次の指導例示を確認することができる。「あなたなら［青AO3］」，「女
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性の人権日常生活をふりかえって［青AO4］」，「あ・なたならどうする～臓器移植～［埼AO8］」，「関連づけよう～市民

社会とは？〝［琴A30］」，「ジェンダー（社会的性別）に気づこう！［埼A33］」，「ウサギの権利［奈良AO2］」，「お部

屋を借りたいのですが［香AO8］」，「子どもに関する課題（どうして，ぶっの？）［香BO5］」，「団体旅行とぶつかって

［長崎AO2］」，「デートDVってどんなこと？［鹿AO3］」，「ともだちどこかな［同市AO7］」。

5．4　少数者体験・共感的理解

現に差別を受ける立場に置かれた人々，社会規範となる価値観や行動様式，規則や規制を周知されず，支援のない

まま生活する人々の感情を共感的に理解するための学習活動として，ゲームのルールを特定の人だけが知らされない

アクティビティ，「バーンガ」（「少数派の気持ちは［埼A23］［埼BO3］」，「異文化を体験しよう（バーンガ）［神

BOl］」，「バーンガ［宮B13］」）をはじめ，「ウハウハ［長野AO4］」，「あなたの人権感覚は？［長崎AO3］」，「救命ボー

トの中で［鹿BO4］」等の指導例示を確認することができる。

ヨーロッパ評議会（2006）で紹介されてきた「一歩前へ進め」（「一歩前へ進め［埼A20］」，「一歩前へ進め［静

AO5］」）のように，相対的に人権が尊重されない状況にある人について，行動を制限される状況に置かれる人の気持

ちを想像する活動としては，「シールで仲間［埼A16］」「わたしを知ろう・友達を知ろう（障害のある人の人権）［静

AO8］」，「ことばの壁［神BO8］」等，複数の指導例示に確認することができる。

必ずしも少数者体験とはいえないが，児童生徒の身体の移動によって自身の立場や見解を相対的に自覚する「4つ

のコーナー」（「4つのコーナー［静AO2］」，「あなたはどこに立ちますか？［奈良AO6］」，「四つのコーナー［宮

AO7］」）も，複数の指導例示に確認することができる。

5．5　固定観念の自覚

自身の差別偏見を助長する無自覚な固定概念に気付き視野を広げるために，社会的課題に係わる写真の全体もしく

は一部を用いて意見交換をする学習活動として，「フォトランゲージ」「写真を読む」等がある。これまでもユニセフ

の学習資料や開発教育関係の実践や資料，ヨーロッパ評議会（2006）等で取り上げられてきた学習活動であるが，人

権教育資料においても，「生きているってすぼらしい［埼AO6］」，「人権とは？［埼A29］」，「一枚の写真から［香

AO3］」，「人権とは何か（この人ってどんな人？）［香BOl］」等を，指導例示として確認することができる。ほかに

も′　固定観念を自覚させる活動として，「発想の転換［長野AO3］」，「あなたも演出家？！［長崎AOl］」等の指導例示を

確認することができる。

5．6　交流体験・疑似体験活動

高齢者や陣がい者との交流体験を中心とする人権学習は，これまでも，総合的な学習の時間等を活用し，広く取り

組まれてきた。交流の前提となる知識，交流時の企画等においては，専門的内容，成果の活用が必要となる。このた

め，教科等の学習成果や，様々なアクティビティを組み入れた総合的な取組となることが，少なくない。このよう

な，総合的な取組スタイルを含む指導例示としては，「人権はコミュニケーションから［青AO7］」，′「ミニライブとブ

ラインド体験［青AlO］」，「お母さんになるってどんな感じ（妊婦体験をしてみよう）［栃BOl］」，「ノーマライゼー

ション社会の実現を目指して－障害者との共生－［埼A15］」，「だれもが安心してくらせるまち［埼A31］」，「みんな

だいすき［埼BOl］」，「今，わたしのできること［埼BO2］」，「特別支援学校との交流［束CO2］」，「障害のある人．［岡

AO2］」，「お年寄りと交流会をしよう［岡AO3］」，「特別支援学校との交流及び共同学習［岡AO6］」，「障害者に関する

課題［香BO6］」，「共に生きる［福AO6］」，「共生社会を築こう［宮BO6］」等を，確認することができる。

フィールドワークや調査を組み入れた学習活動としては，′「肢体不自由特別支援学校における居住地交流の取組

［栃BO2］」，「高齢者の心身の特徴と生活［束AOl］」，「高齢者との交流［束BO2］」，「町の先生との交流会をしよう

（高齢者）［釆BO3］」，「敬老の集い［東COl］」，「児童による仝生園ガイドツアー［束CO4］」，「街かどウオッチング～

どんな街をつくりたい？［福AO5］」等の指導例示を，確認することができる。

他にも，多様性の容認，権利の承認を含む，国際交流・国際理解学習の視点からの取組として，「心でわかり合お

う［埼A22］」，「いろいろな国の遊びを知ろう［埼A21］」，「地域で生活する外国人ともっと仲良くなろう［束AO2］」，
「アイヌの伝統及びアイヌ文化を理解する［束CO3］」，「もしも世界が100人の村ならば［香AO5］」，「外国人に関する

課題（外国人悩み相談室）［香BO9〕」，「くさりゲーム［宮BOl］」等の指導掲示を，確認することができる。

5，7　協力的作業を目的とした活動

児童生徒に「協力的」な学習を組織する取組としては，「みんなで伝え合おう！［神AO3］」のような，協力的体験
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そのものを設定する活動，「海外旅行最適メンバー［宮BO8］」のような，多様な人間とつながりを持つ大切さに気付

く活動，クイズ形式で設定された問題を解く「匠の里［埼A27］」，「おくんちに行こう［佐AO4］」，「いっちゃが宮崎

商店街［宮A19］」，ビンゴゲームの形で様々な課題に気付かせる，「共生を考える［神BO9］」，「考えよう身近な人権

問題［静AO3］」∴「子どもの権利って何だろう［静AO4］」，「人権ビンゴ［同市AO8］」等を，指導事例として確認する

ことができる。

また，プレーシストーミング，ウェッビング，ウォールライティングを活用し，特定の課題について意見を交換

し，相互の主張を確認・理解する，「人権って何？［香AO9］」，「どんな学級にしたい？［香AlO］」等の指導例示を確

認することができる。

他にも，制作活動を通して人権尊重の精神や原軌　人権の個別課題を考察する学習活動として，「みんなが楽しめ

るゲームを考えよう［埼A17］」，「人権かるたを作ってみよう［長野AO2］」，「人権問題の根をみつけ，対策を考えよ

う［長野AO5］」，「人権カレンダー［奈良AO3］」，「いろいろな権利を絵に措こう［奈良AO4］」，「私たちの学級憲法

［奈良AO5］」，「身近な問題に気付くことができる人権劇［岡BO2］」，「アルバムをつくろう［鹿BOl］」，「4こまマン

ガを作ろう［同市AO9］」，「短歌でジェンダー［同市AlO］」，「人権タイムライン［同市All］」等の指導例示を確認す

ることができる。

これらの指導例示においても，ヨーロッパ評議会（2006，2009），［第三次とりまとめ］を参照した事例を多く確認

することができる。

5．8　その他の活動

以上の他にも，多様な個性の存在と自己肯定感の醸成を企図した，「わたしのじゃがいも［香AO4］」，新聞記事を

利用した探究的学習として，「新聞記事から探す人権［埼AO4］」，「人権について考えよう（「人権」に関する記事を

探そう！）［福AO9］」等の指導例示をはじめ，「支え支えられの関係づくり、［青AO6］」，「10年後の同級会－［長野

AO7］」，「『い’のち』つて　あったかい！［埼AO5］」，「手話で歌おう［福AO4］」，「つむじ令［佐AO6］」等，多様な指

導例示を確認することができる。　　　　　　　　　　・

また，近年，岡山県教育委員会『人権教育指導資料Ⅵ　人権学習ワークシート集（下）』（2009年2月），「よく見て

みよう（学校編）［神AO2］」，「お互いを尊重した交際にらいて考えよう［神BO6］」，「自分らしく生きるために～異性

愛や同性愛について考えよう～［神BO7］」等のように，若手教員の人権教育に対する関与を支援する目的を持っ

て，ワークシートを中心とする指導例示を掲載する人権教育資料も，作成されてきている。

6．成果と課題

本稿では，教育委員会が作成する人権教育資料に掲載された指導例示から，人権感覚の育成を目的とする「協力

的」「参加的」「体験的」な学習を中心とする指導例示の特色と傾向を考察した。

本稿は，諸種の限定を加えての抽出・整理・考察であり，収集資料の全てを網羅したものとはなっていないが，そ

れでも，指導例示に関する整理及び考察の少ない日本における人権教育研究の現状からみて，人権教育の内容・方法

面での現状を把揺する上で，一定の役割を果たすのではないかと考えている。

本稿によって，教育委員会による人権教育資料では，中川喜代子ほか（2003），ヨーロッパ評議会（2006，2009），

［第三次とりまとめ（実践編）］等で掲載・紹介されてきた事例が，多様な形で指導例示に活用・応用され，普及・

浸透の図られていることが，確認できたように思われる。このことは，教育委員会による人権教育資料が，国際的な

動向や研究の成果，．国内における人権教育の研究や実践の到達点を集約する形で作成されているという，日本の人権

教育の現状ないしは特色を，知らしめるものといえよう。

今後は，人権教育の歴史や基本原理，教科等の実践，個別的な人権課題に関わる指導例示等を対象に，分析と考察

を進める予定である。
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

This study analyzestheteachingmodelslisted ontheguidebookofhuman rights educationwhichis editedbytheBoard

of Education，and clarify the features and tendencies of human rights educationinJapan．According to this analysis，itis

revealedthattheguidebookofhumanrightseducationis anexcellentresourcewhichisbasedontheinternationaltrendsandon

theresearchesofhumanrightseducationinJapan．
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